
 

 

児童養護施設で働く中堅職員 

（概ね 3 年以上勤務している保育士、児童指導員等の職員。ただし施設長を除く） 

 

 

 

令和４年度 

全国児童養護施設中堅職員研修会 

＜開催要綱＞ 

 

 

 
 
 

11．．趣趣  旨旨  
  

 令和 5 年 4 月より新しく「こども家庭庁」がスタートし、社会的養護の世界は新たな時代を迎える。 

 児童養護施設は、困難を抱える子どもや家庭に対して安心感のある養育を展開し、自立支援におい

ては年齢や制度の壁を克服した切れ目ない包括支援が求められている。成人年齢が 18 歳に引き下げら

れるなど新たな課題も見えるなか、時代のニーズに対応し、子どもの未来を支える施設へと進化しな

ければならない。 

 そこで中堅職員には、これまでの現場実践の積み重ねを通した2つの役割と使命が課せられている。

一つには、子どもの幸せを願い、人生を見通した支援を組み立てる視点をもち、日々の暮らしを支え

る空間と体制づくりに貢献すること。二つには、職員一人ひとりへのスーパーバイズやサポートを通

じて、チームとして支え合う関係を構築していく要となることである。そして、広く温かいまなざし

で子どもたちを見守り、仲間から頼りがいのある存在となるよう、常に自己研鑽に努め、専門性を磨

き、成熟していかなければならない。 

 本研修が、これまで出会った子どもとの関わり、ともに歩んできた職員との協働等を振り返りなが

ら新たな智恵を発見する機会となり、リーダーとしての意志を高める一つの節目になることを願い開

催する。 

 

本研修会は、「民間の児童養護施設職員等の処遇改善について」（Ｈ29.6.12 厚労省局長通知）で示さ
れた児童養護施設処遇改善加算（Ⅱ）（Ⅲ）（Ⅳ）「対象となる研修ア（中堅職員相当向けの研修）」および
同加算（Ⅲ）「対象となる研修イ（小規模グループケアリーダー等向けの研修）」の両方のプログラム要件を
充たし実施するものです。（厚労省へ処遇改善加算の対象となることの確認は行っておりますが、各都道
府県における本研修会認定の有無は、直接都道府県担当課へお尋ねください。） 

 

22．．主主  催催                                      33．．後後  援援  

  
 

 

  

  
 

 

 

  55．．受受講講料料 

社会福祉法人全国社会福祉協議会 

全国児童養護施設協議会 
 

66．．定定  員員 

４４．．受受講講対対象象 

動画研修 

  

新たな時代を担う中堅職員 

－役割を果たし、チーム力を強化する－ 

厚生労働省（予定） 

9,000 円 
 

200 名 



 

 

７７．．ププロロググララムム 

 

 
 

 

※【 】内はプログラムに関連する『研修体系』 

（別紙 『「児童養護施設の研修体系」における人材育成の領域について』 参照） 
 

 

 

講義動画の録音、録画、撮影は固く禁止します。 
 

 講義内容 

動画１ 
研修会の開催にあたって 
 

全国児童養護施設協議会 研修部長 松永 忠 

動画２ 
（60分） 

【領域④】 

行政説明 
 

厚生労働省子ども家庭局家庭福祉課 児童福祉専門官 國澤 有記 氏                                   

動画３ 
（60分） 

【領域①②③】 

児童養護施設の現状と課題 
 

全国児童養護施設協議会 副会長 則武 直美                      

動画４ 
（60分） 

【領域①②③⑥】 

新任職員を支えるための 

指導・教育（スーパーバイズ）の方法 
 

子どもの虹情報研修センター 副センター長 増沢 高 氏 

動画５.６ 
【領域①②④⑥】 

チームケアを理解する 
 

【座談会】（60分） 

コーディネーター 山梨県立大学 教授  山田 勝美 氏 

  参 加 者   山形県・七窪思恩園    保育士 川崎 美喜 氏 

          東京都・東京家庭学校   保育士 成島 夕貴 氏 

          岡山県・若松園    児童指導員 田中 亮子 氏 

 

【講 義】（60分） 
山梨県立大学 教授 山田 勝美 氏 

動画７ 
（30分） 

【領域①】 

児童養護施設の研修体系 -人材育成のための指針- について 
 

全国児童養護施設協議会 研修部 副部長 太田 一平 

動画８ 

（45分） 

【領域④】 

資生堂児童福祉海外研修報告 
東京都・子供の家 児童指導員 井口 和美 氏 

埼玉県・あゆみ学園 事務長 丑久保 行紀 氏 



 

 

８８．．受受講講ままででのの流流れれ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申し込み 

 

①専用サイトにて受講申し込み 

https://icicj.net/seminar/chuken/index.html 

締め切り 令和５年２月 17 日（金） 

②申し込み完了時に、登録されたメールアドレスに、登録完了の旨と受

講料の振り込みのご案内を送信いたします。 

③お申込みから 1 週間以内に指定の口座に受講料をお振込みください。 

④配信 1 週間前をめどに（2 月 27 日頃）、事務局より、受講にあたって

の詳細と本研修会に必要な ID とパスワードをご登録いただいたアド

レスに送付いたします。 

講義視聴 
 

動画視聴後に、

レポートを提

出いただきま

す。 

 

①令和 5 年 3 月６日（月）～３月 15 日（水）まで動画を公開します 

②受講者による動画視聴 

③講義ごとにレポートを設けています 

※ 動画視聴およびレポートの提出をもって、受講確認となります。 

※ レポートは、動画視聴サイトよりご入力・提出してください。 
 

修了証 

発行 

 

事務局にて受講状況を確認のうえ、令和 5 年３月中に「修了証」を発行

します。 



 

 

９９．．個個人人情情報報のの取取りり扱扱いい等等 

1100．．留留意意事事項項 

1111．．受受講講申申込込みみ 

1122．．おお問問合合せせ先先 

 
 

 
申込いただいた個人情報は、全養協事務局と申込受付等委託業者（株式会社インターコミュニティ）

において、申し込み受付、受講者管理等、研修会運営に必要な範囲内で利用します。 

 

 

 
 理由の如何にかかわらず（システムトラブルや通信環境・接続の不具合等を含む）研修動画を

視聴しなかった場合は、資料の提供をもってかえさせていただきます。また、受講料の返金お

よび動画データの提供はいたしません。 

 本研修会の録音、録画、撮影、転用は固く禁止します。 

 

 

 
申し込みは下記インターネットサイトよりご登録ください。 

https://icicj.net/seminar/chuken/index.html 

※ 受講登録のお申し込み締切  2 月 17 日(金) 

※ 受講お申し込みの登録操作方法は、上記サイトのトップページをご覧ください。 

※ 受講申し込みが手続き完了後、登録いただきましたメールアドレスに申し込み完了通知メール

が配信されます。 

※ 変更・取消は、株式会社インターコミュニティまでご連絡ください。 

※ 受講料入金後の受講取り消しは、返金致しかねます。 

 

 

 

 

申し込み・動画視聴の操作等に関すること 

株式会社インターコミュニティ（担当：柴原、川口） 

TEL  03-3748-6288  E-mail  zenyokyo-chuken@ic-j.com 

受付時間 月～金 9:30～17:30 

研修会の内容等に関するお問い合わせ 

全国児童養護施設協議会事務局(担当：西谷、髙柳) 

〒100-8980 東京都千代田区霞が関 3-3-2 新霞が関ビル 

TEL 03-3581-6503 FAX 03-3581-6509 

受付時間 月～金 9:30～17:30 （土日祝日休業） 
 


